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   From April 1979 to March 1983, sixty sevenpatients with gynecological urologic disease 
were experienced at our department. Forty one of the them were inpatients, i.e., 15.3% of 
the total number of female in patients admitted during the same period. Thirty three 
urologic operations were performed on them which corresponded to  16.1% of the total 
operations on female patients. 
   Ten of these patients had ureteral obstruction following gynecological operation, 8 had 
ureteral fistula, 7 had vesicovaginal fistula, 11 had tumor invasion to urinary tract, 14 had 
radiation cystitis, 16 had neurogenic bladder dysfunction, and 1 had other complication. 
The treatment of these patients and the results are summarized and discussed. 

































































片側性の腰腹部痛が6例 で,う ち3例 は発熱をともな
い,残 る4例 は無症状に経過 し,他科での腎孟造影に
て水腎症が発見され当科へ紹介されたものである.患
側は,左 側が3例,右 側が7例 であ り,両側性のもの







であった。症例1で は,患 側腎機能は廃絶 したものと




















































































森本 ・ほか:婦 人科的泌尿器疾患 16i
Table3。尿 管 痕 症 例






































Table4.膀 胱 膣 痩 症 例



































































































































































































































判断されたのは3例 であった.ま た,2例 では骨盤腔
163
内に膿瘍がみとめられ,そ の ドレナージにより水腎症






















































































































合に,よ り高頻度で膀胱障害が発生するとさ れ て い
る3。・3D.Kottmeier2i)Vま,膀胱障害の程度をgrade
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7トラ7■ル には、癌の計画治療 が実施 できるように各種
剤形があり、術後長期投与により生存率の向上が得られます。
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● フトラ7一 ル はmaskedcompoundのた め、副作 用 が 軽微 で、
長 期連 続 投 与 が可 能 です 。
●7トヲ7一ル には注射剤(注射液、注射用)、胃溶経ロ剤(カプセ
ル、細粒)、腸溶経口剤(穎粒、錠、カプセル)、坐剤があり、病
態に応 じた計画治療が実施できます。
● フトヲ7一ル は殺腫瘍細胞作用様式が時間依存型であり、有効
濃度 を長時間腫瘍細胞に連続で接触させることにより、腫瘍の
totalcellkillが得 られます。
臨床使用法 としては、少量分割連日投与が至適な方法です。
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